
1 � 人 事 院 ・ 人 事 委 員 会 勧 告 及 び 報 告 に つ い て

人 事 院 は 8 月 7 日 、 本 年

の 月 例 給 の 官 民 較 差 0 ・ 96

％ （ 3 、 8 6 9 円 ） を 埋 め

る た め 、 若 年 層 に 重 点 を 置

き つ つ 、 改 定 率 を 逓 減 さ せ

る 形 で 全 職 員 の 俸 給 表 を 引

上 げ 改 定 と し た 。 一 時 金 に

つ い て は 0 ・ 1 月 引 上 げ 4

・ 50 月 と し 、 期 末 ・ 勤 勉 手

当 に 均 等 に 配 分 す る と し た

給 与 勧 告 ・ 報 告 を 行 っ た 。

特 別 区 人 事 委 員 会 は 10 月

11 日 、 本 年 の 公 民 較 差 0 ・

98 ％ （ 3 、 7 2 2 円 ） に 基 づ

き 、 初 任 給 及 び 若 年 層 に 重

点 を 置 き つ つ 、 全 級 及 び 全

号 給 に つ い て 引 上 げ 改 定 と

し た 。 一 時 金 に つ い て は 、

0 ・ 10 月 引 上 げ 4 ・ 65 月 と

し 、 一 般 職 員 に つ い て は 全

額 勤 勉 手 当 に 割 り 振 る こ と

を 勧 告 し た 。

月 例 給 と 一 時 金 を 共 に 引

き 上 げ た こ と は 、 職 員 の 期

待 に 一 定 応 え た も の と 言 え

た が 、 子 育 て 世 代 や 高 年 層

へ の 引 上 げ は 十 分 な も の と

は い え ず 、 昨 今 の 物 価 高 騰

下 で の 厳 し い 生 活 実 態 を 踏

ま え れ ば 、 到 底 、 納 得 で き

る も の で は な い 。

ま た 、 一 時 金 を 他 団 体 の

よ う に 期 末 手 当 で 措 置 し な

か っ た こ と や 、 引 き 続 き 、

特 例 措 置 を 「 一 時 的 」 な も

の と し た こ と は 、 職 員 の 不

安 を 煽 る も の で 遺 憾 と 言 わ

ざ る を 得 な い 。

春 闘 の 結 果 を 受 け 、 賃 金

改 善 に 大 き な 期 待 を 寄 せ て

い た 職 員 に と っ て 、 非 常 に

不 満 の 残 る 勧 告 で あ っ た 。

2 � 技 能 ・ 業 務 系 職 員 の 賃 金 水 準 の 改 善 に つ

い て

技 能 ・ 業 務 系 職 員 の 賃 金

水 準 に つ い て は 、 行 政 系 職

員 と 比 べ て 著 し く 低 く 抑 え

ら れ て い る 上 に 、 行 政 系 人

事 制 度 の 改 正 に 伴 う 「 職 員

構 成 等 の 一 過 性 の 歪 み 」 に

よ っ て 生 じ た 2 0 1 9 年 の

マ イ ナ ス 勧 告 を 根 拠 に し て

引 き 下 げ ら れ た 業 務 職 給 料

表 と な っ て い る 。

ま た 、 何 度 も 主 張 し て い

る よ う に 、 定 年 引 上 げ の 交

渉 に お い て 昇 給 抑 制 年 齢 を

2 歳 引 き 上 げ る こ と で 苦 渋

の 判 断 を し た が 、 そ れ で も

60 歳 超 の 常 勤 職 員 の 月 例 給

が 再 任 用 賃 金 を 下 回 る 職 員

は 多 数 存 在 し 、 60 歳 以 降 の

身 の 振 り 方 を 検 討 す る こ と

や 離 職 せ ざ る を 得 な い 状 況

に な っ て い る 。 こ れ で は 、

高 齢 層 の 知 識 ・ 経 験 を 活 用

し 、 活 躍 し て も ら う と し た

定 年 引 上 げ の 趣 旨 に そ ぐ わ

ず 、 定 年 年 齢 を 引 き 上 げ た

意 味 が な い こ と を 主 張 し て

き た 。
こ う し た 実 態 と な っ て い

る の は 、 技 能 ・ 労 務 職 に 適

用 さ れ て い る 業 務 職 給 料 表

の 水 準 が 低 す ぎ る か ら に ほ

か な ら な い 。 行 政 職 と 現 業

職 と い う 職 に 違 い は あ る

が 、 ど ち ら も 区 民 の 安 心 ・

安 全 を 守 る た め 、 日 々 奮 闘

し て い る 区 の 職 員 に 変 わ り

は な い 。 あ ま り に 大 き す ぎ

る 処 遇 の 違 い は 改 善 す べ き

で あ る 。

業 務 職 給 料 表 の 水 準 引 上

げ に つ い て 、 東 京 都 に お け

る 調 整 額 、 さ ら に は 特 殊 勤

務 手 当 ・ 任 用 面 等 あ ら ゆ る

方 策 を 区 長 会 に 提 示 し 、 行

政 職 や 他 都 市 の 業 務 職 と 比

し て 低 い 水 準 に あ る 特 別 区

の 技 能 ・ 業 務 系 職 員 の 賃 金

水 準 を 抜 本 的 に 改 善 す る こ

と を 求 め た 。

区 長 会 か ら は 、 具 体 的 な

発 言 は な く 、 「 業 務 職 給 料 表

に つ い て は 、 昨 年 度 の 交 渉

結 果 は も と よ り 、 本 年 の 人

事 委 員 会 勧 告 の 内 容 や そ の

取 扱 い 、 国 の 動 向 を 踏 ま え 、

引 き 続 き 、 慎 重 に 検 討 し て

ま い り た い と 考 え て お り ま

す 」 と の 回 答 に と ど ま っ た 。

3 � 技 能 ・ 業 務 系 人 事 制 度 に つ い て

今 年 度 か ら 本 則 適 用 と な

っ た 、 2 級 職 の 昇 任 選 考 資

格 基 準 の 更 な る 緩 和 に 向 け

て 要 求 を 開 始 し た 。

ま た 、 来 年 度 61 歳 を 迎 え

る 職 員 か ら 、 定 年 年 齢 の 引

上 げ が 具 体 的 に 始 ま る こ と

も あ り 、 改 め て 、 高 齢 層 職

員 の 働 き 方 に つ い て 検 討 す

る こ と と 併 せ て 、 昇 任 抑 制

を 行 わ な い こ と を 求 め た 。

希 望 に よ る 転 職 制 度 （ 5

号 転 ） に つ い て は 、 身 体 を 酷

使 す る 清 掃 職 員 に と っ て 、

5 号 転 に お け る 年 齢 制 限 等

の 障 壁 は 是 非 と も 解 決 し た

い 課 題 と し た 。 転 職 が 必 要

な 状 況 に あ る に も か か わ ら

ず 、 年 齢 制 限 や 号 給 調 整 が

障 壁 と な っ て い る こ と は 、

任 命 権 者 の 安 全 管 理 意 識 が

問 わ れ る と 主 張 し た 。 こ う

し た こ と か ら も 、 人 材 の 有

効 活 用 等 の 観 点 か ら 労 使 双

方 に 有 益 な 見 直 し と 考 え 、

早 急 な 検 討 を 強 く 求 め た 。

担 当 技 能 長 職 に つ い て

は 、 技 能 長 へ の ス テ ッ プ や

研 修 の 場 で は な く 、 現 場 に

お け る グ ル ー プ の リ ー ダ ー

と し て 、 豊 富 な 知 識 や 経 験

を 活 か す た め の 職 で あ る こ

と を 再 度 主 張 し た 。 改 め て 、

区 に よ っ て 業 務 内 容 や 格 差

が 生 じ な い よ う 、 適 正 に 配

置 す る こ と を 求 め る と と も

に 、 引 き 続 き 、 3 級 職 の 昇

任 数 の 推 移 を 調 査 し 、 情 報

提 供 を 行 う こ と と 、 各 職 場

か ら 、 問 題 が 寄 せ ら れ た 際

に は 、 我 わ れ と の 協 議 の 場

を 速 や か に 設 定 す る こ と を

求 め て き た 。

4 � 特 別 区 人 事 委 員 会 勧 告 作 業 に 関 す る 要 請

お よ び 区 長 会 要 請 に つ い て

我 わ れ は 昨 年 の 交 渉 結 果

を 踏 ま え 、 特 区 連 と と も に

人 事 委 員 会 に 対 す る 、 家 族

署 名 行 動 に 取 り 組 ん だ 。 集

約 数 は 過 去 最 大 と な っ た 。

8 月 7 日 人 事 院 勧 告 が 出

さ れ た こ と に 伴 い 、 9 月 13

日 に 本 部 常 任 お よ び 地 連 ・

一 組 代 表 者 を 交 え 、 「 特 別

区 人 事 委 員 会 勧 告 作 業 に 関

す る 要 請 行 動 」 を 実 施 し た 。

13 項 目 に つ い て 人 事 委 員

会 の 考 え を 質 し た が 、 国 と

の 均 衡 を 図 る と い う 従 来 の

考 え 方 を 強 調 し 、 我 わ れ の

要 請 に 対 し て 踏 み 込 ん だ 考

え 方 を 明 ら か に す る こ と は

な か っ た 。 し か し 、 昨 今 に お

け る 急 激 な 物 価 高 騰 は 、 若 年

層 に 留 ま ら ず 全 職 員 に 及 ぶ

も の で あ る こ と か ら 、 今 こ

そ 中 立 な 第 三 者 機 関 と し て

役 割 を 果 た し 、 本 年 の 勧 告

に 際 し て は 、 物 価 上 昇 分 を

上 回 る 、 全 職 員 の 月 例 給 及

び 一 時 金 の 引 上 げ を 求 め た 。

10 月 11 日 、 特 別 区 人 事 委

員 会 は 、 23 区 各 区 長 と 23 区

議 会 議 長 に 対 し 、 「 職 員 の

給 与 等 に 関 す る 報 告 及 び 勧

告 」 を 行 っ た 。 そ の 内 容 は 、

差 額 支 給 者 を 除 外 し て 公 民

較 差 を 算 出 し 、 公 民 較 差 3 、

7 2 2 円 （ 0 ・ 98 ％ ） を 解

消 す る た め 、 初 任 給 及 び 若

年 層 に 重 点 を 置 き つ つ 、 全

級 全 号 給 の 給 料 表 を 引 上 げ

改 定 と し 、 一 時 金 に つ い て

は 0 ・ 10 月 引 上 げ 、 一 般 職

員 に つ い て は 勤 勉 手 当 に 割

り 振 る と し た 。

わ が 組 合 は 、 勧 告 後 、 直

ち に 区 長 会 に 対 し 要 請 行 動

を 実 施 し た 。

2 0 1 8 年 に 行 政 系 人 事

制 度 が 改 正 さ れ て 以 降 、 日

本 一 生 計 費 が か か る 特 別 区

に 働 く 職 員 の 賃 金 は 、 国 公

と の ラ ス パ イ レ ス 比 較 に お

い て 、 全 国 平 均 を 大 き く 下

回 る 水 準 に 留 め 置 か れ て い

る 。 こ れ は 異 常 な 事 態 で あ

り 、 我 わ れ は 到 底 、 納 得 も

理 解 も で き な い 。 生 計 費 原

則 を 重 視 し 、 他 団 体 を 下 回

る 賃 金 水 準 を 回 復 さ せ る と

と も に 、 全 職 員 に 対 し 物 価

上 昇 を 上 回 る 月 例 給 の 引 上

げ を 求 め た 。

こ の 間 、 新 規 採 用 者 の 辞

退 や 中 高 年 層 の 離 職 が 相 次

い で い る 。 そ の 原 因 は 先 の

展 望 が 見 通 せ な い 「 低 す ぎ

る 賃 金 水 準 」 と 「 魅 力 の な

い 人 事 制 度 」 に あ る と 言 わ

ざ る を 得 な い 。 受 験 者 数 の

増 加 、 採 用 者 の 辞 退 ・ 離 職 、

中 高 年 層 の 離 職 を 防 止 し 、

職 務 へ の 士 気 を 向 上 さ せ る

観 点 か ら も 、 賃 金 水 準 の 改

善 と 魅 力 の あ る 人 事 制 度 に

向 け た 抜 本 的 改 善 を 求 め た 。

区 長 会 会 長 か ら は 、 「 本

年 の 勧 告 の 取 扱 い に つ い て

は 、 人 事 委 員 会 制 度 の 趣 旨

を 踏 ま え る と と も に 、 特 別

区 の 置 か れ た 厳 し い 諸 状

況 、 国 や 他 団 体 、 民 間 の 動

向 も 勘 案 し て 、 区 民 の 皆 様

の 理 解 と 納 得 が 得 ら れ る よ

う 、 区 政 全 般 の 観 点 か ら 、

慎 重 に 検 討 し て ま い り ま

す 」 と の 例 年 通 り の 回 答 に

と ど ま っ た 。

5 � 職 場 か ら の 闘 い の 積 み 上 げ に つ い て

10 月 18 日 、 連 合 会 館 で 開

催 さ れ た 第 一 波 総 決 起 集 会

は 、 勧 告 内 容 を 全 体 で 共 有

す る と と も に 、 「 2 0 2 3

年 賃 金 確 定 を 中 心 と す る 秋

期 闘 争 方 針 」 並 び に 「 2 0

2 3 年 度 賃 金 確 定 に 係 わ る

要 求 書 」 を 改 め て 確 認 し 、

今 賃 金 確 定 を 闘 う 意 思 統 一

を 図 っ た 。

そ の 後 、 23 日 に 開 催 し た

第 2 回 団 体 交 渉 に お い て 要

求 書 を 提 出 す る と と も に 、

地 連 に よ る 各 ブ ロ ッ ク 幹 事

区 長 要 請 行 動 ・ 集 会 、 各 職

場 の 全 組 合 員 と そ の 家 族 に

よ る 署 名 行 動 、 各 区 長 ・ 一

組 管 理 者 へ の 要 請 行 動 、 ス

テ ッ カ ー 闘 争 等 を 取 組 み 、

特 別 区 に 働 く 清 掃 職 員 の 賃

金 ・ 労 働 条 件 の 改 善 を 訴 え

続 け た 。

そ し て 最 終 局 面 を 迎 え る

中 、 11 月 16 日 に 日 本 教 育 会

館 一 ツ 橋 ホ ー ル で 開 催 し た

「 2 0 2 3 賃 金 確 定 闘 争 第

三 波 総 決 起 集 会 」 に は 、 各

職 場 か ら 4 1 8 名 の 組 合 員

が 結 集 し 、 各 地 連 、 一 組 総

支 部 、 青 年 部 か ら の 決 意 表

明 を 受 け 、 改 め て 2 0 2 3

賃 金 確 定 闘 争 勝 利 を 目 指 し

意 思 統 一 を 図 っ た 。

6 � 第 1 回 拡 大 闘 争 委 員 会

11 月 8 日 （ 水 ） 第 1 回 拡

大 闘 争 委 員 会 を 開 催 し 、 こ

の 間 の 交 渉 経 過 を 周 知 す る

と と も に 、 「 2 0 2 3 賃 金

確 定 闘 争 最 終 局 面 を 迎 え

る に あ た っ て （ 案 ） 」 を 全

体 で 確 認 し た 。 ま た 、 下 記

の 6 点 を 重 点 項 目 に 設 定

し 、 最 終 局 面 へ む け て 交 渉

の 強 化 を 図 る こ と と し た 。

① 生 計 費 原 則 を 重 視 し 、 物

価 上 昇 分 を 超 え る 全 職 員 へ

の 月 例 給 を 引 上 げ る と と も

に 、 一 時 金 に つ い て は 、 民

間 準 拠 の 観 点 か ら 特 別 区 の

算 出 基 礎 を 見 直 し 、 更 な る

改 善 を 求 め る 。 ② 業 務 職 給

料 表 の 水 準 改 善 に つ い て

は 、 労 使 に よ る 「 意 見 交 換

・ 研 究 の 場 」 を 積 極 的 に 開

催 さ せ 、 魅 力 の あ る 賃 金 制

度 の 確 立 に む け 、 改 善 が 得

ら れ る よ う 求 め る 。 ③ 各 人

事 制 度 に つ い て は 、 我 わ れ

の 要 求 内 容 に 沿 っ た 改 善 を

引 き 続 き 求 め る 。 ま た 、 各

人 事 制 度 に つ い て も 業 務 職

給 料 表 と 同 様 に 、 労 使 に よ

る 「 意 見 交 換 ・ 研 究 の 場 」

に お い て 研 究 を 重 ね 、 魅 力

の あ る 制 度 確 立 に む け 追 求

し て い く 。 ④ 5 号 転 に よ る

転 職 の 年 齢 制 限 を 撤 廃 す る

こ と と 併 せ て 、 号 給 調 整 を

行 わ な い よ う 求 め る 。 ⑤ 有

用 な 人 材 を 活 用 し つ つ 、 特

別 区 が 社 会 的 責 任 を 果 た し

て い く た め 、 清 掃 職 場 に お

い て も 、 就 職 氷 河 期 世 代 を

対 象 と す る 採 用 制 度 を 導 入

す る こ と を 求 め る 。 ⑥ 会 計

年 度 任 用 職 員 の 処 遇 改 善 に

つ い て 、 法 改 正 や 総 務 省 通

知 を 踏 ま え 、 今 賃 金 確 定 期

に て 23 区 に お い て 導 入 を 区

長 会 に 判 断 さ せ る 。 以 上 を

全 会 一 致 で 確 認 し た 。

併 せ て 、 区 長 会 が 最 終 交

渉 日 と 設 定 し た 11 月 21 日

（ 火 ） の 翌 日 22 日 （ 水 ） 始

業 時 か ら 1 時 間 の 実 力 行 使

の 準 備 指 令 を 発 し 、 膠 着 状

態 に 陥 っ て い る 協 議 の 進 展

を 図 り 、 区 長 会 の 歩 み 寄 り

を 引 き 出 す こ と を 全 会 一 致

で 確 認 し た 。

7 � 最 終 局 面 の 動 き に つ い て

小 委 員 会 交 渉 等 を 開 催 す

る も 区 長 会 は 、 「 検 討 の 最

終 段 階 に 入 っ て い る 」 と し

か 言 及 せ ず 、 我 わ れ の 要 求

に 対 す る 区 長 会 の 踏 み 込 ん

だ 考 え 方 は 示 さ れ な か っ

た 。 そ し て 、 区 長 会 が 最 終

交 渉 日 と し た 21 日 の 夜 、 局

面 の 打 開 に 向 け て 中 央 執 行

委 員 長 ・ 書 記 長 と 区 長 会 側

交 渉 委 員 の 責 任 者 で あ る 副

区 長 会 正 副 会 長 と の 会 談 が

も た れ 、 踏 み 込 ん だ 内 容 が

示 さ れ た 。

そ の 後 の 団 体 交 渉 に お い

て 、 区 長 会 か ら 示 さ れ た 最

終 提 案 は 以 下 の と お り で あ

る 。

▲
10
月
18
日

第
一
波
総
決
起
集
会

1 � 勧 告 の 取 扱 い

勧 告 ど お り 実 施 。 月 例 給

に つ い て は 、 勧 告 給 料 表 の

と お り 改 定 と し 、 本 年 4 月

1 日 か ら 適 用 と す る 。

一 時 金 に つ い て は 、 勤 勉

手 当 の 年 間 支 給 月 数 を 0 ・

1 月 引 上 げ 、 2 ・ 25 月 と す

る 。 今 年 度 に つ い て は 12 月

期 の 勤 勉 手 当 の 支 給 月 数 を

0 ・ 1 月 引 上 げ る 。 （ 再 任

用 職 員 に つ い て は 0 ・ 05 月

を 勤 勉 手 当 で 支 給 ）

2 � 業 務 職 給 料 表 に つ い て

行 政 職 給 料 表 （ 一 ） の 改

定 に 準 じ た 引 上 げ 改 定 を す

る こ と と し 、 勧 告 給 料 表 と

同 じ く 、 本 年 4 月 1 日 か ら

適 用 。 差 額 分 は 遡 及 し 、 12 月

の 月 例 給 と と も に 支 払 う 。

3 � 会 計 年 度 任 用 職 員 に 係 る 給 与 の 取 扱 い に

つ い て

① 勤 勉 手 当 に つ い て は 、

2 0 2 4 年 度 6 月 期 一 時 金

か ら 支 給 す る 。 支 給 対 象 を

原 則 と し て 任 期 が 6 か 月 以

上 の 者 と し 、 支 給 月 数 を 管

理 職 員 以 外 の 常 勤 職 員 と 同

様 と し 、 2 0 2 4 年 度 ・ 2

0 2 5 年 度 に 限 り 、 成 績 率

の 段 階 ご と の 分 布 率 及 び 一

律 拠 出 割 合 を 0 パ ー セ ン ト

と す る 経 過 措 置 を 設 け る こ

と と す る 。

② 給 与 の 改 定 時 期 に つ い

て は 、 任 期 が 3 か 月 以 内 の

者 等 を 除 き 、 常 勤 職 員 の 給

与 の 改 定 に 係 る 取 扱 い に 準

じ る こ と と す る 。 2 0 2 3

年 か ら 実 施 。

③ 期 末 手 当 の 支 給 月 数 に

つ い て は 、 2 0 2 3 年 度 に

限 り 、 常 勤 職 員 に 係 る 特 別

給 の 改 定 月 数 と 同 月 数 を 上

乗 せ す る 特 例 措 置 を 実 施 す

る こ と と し 、 2 0 2 3 年 12

月 に 支 給 す る 期 末 手 当 の 支

給 月 数 を 1 ・ 3 月 と す る 。

4 � 担 当 技 能 長 に つ い て

引 き 続 き 、 各 区 に お け る

担 当 技 能 長 の 運 用 状 況 に つ

い て 、 労 使 で 検 証 し 、 課 題

の 共 有 化 を 図 る と と も に 、

必 要 に 応 じ 、 皆 さ ん と 協 議

を 重 ね て い く 。

5 � 5 号 転 に つ い て

身 体 を 酷 使 す る 清 掃 職 員

と し て の 強 い 要 求 で あ る こ

と を 受 け 止 め る 。

6 � 就 職 氷 河 期 世 代 を 対 象 と す る 採 用 制 度 の

導 入 に つ い て

制 度 の 導 入 に 当 た っ て

は 、 各 区 の 採 用 意 向 や 制 度

趣 旨 を 踏 ま え た 上 で 、 慎 重

に 検 討 す る 必 要 が あ る 。

7 � 熱 中 症 対 策 に つ い て

年 々 、 過 酷 さ を 増 す 尋 常

で は な い 暑 さ へ の 対 策 の 重

要 性 を 理 解 し ま す 。 引 き 続

き 、 各 区 に お い て 適 時 適 切

な 対 応 が 図 ら れ る も の と 認

識 し て い る 。

8 � 業 務 職 給 料 表 の 水 準 改 善 及 び 各 人 事 制 度

に 係 る 意 見 交 換 ・ 研 究 の 場 に つ い て

私 ど も と し て も 、 皆 さ ん

と 精 力 的 に 意 見 交 換 や 研 究

を 進 め て ま い り た い と 考 え

て い る 。
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2 0 2 3 賃 金 確 定 闘 争

区 長 会 の 最 終 提 案 に 対 す る わ が 組 合 の 判 断 に つ い て （ 案 ）

2 0 2 3 賃 金 確 定 闘 争

区 長 会 の 最 終 提 案 に 対 す る わ が 組 合 の 判 断 に つ い て （ 案 ）
2 0 2 3 年 11 月 21 日

第 8 回 中 央 委 員 会

ⅠⅠ 22 00 22 33 賃賃 金金 確確 定定 闘闘 争争 のの 経経 過過

ⅡⅡ 22 00 22 33 年年 賃賃 金金 確確 定定 闘闘 争争 、、 区区 長長

会会 のの 最最 終終 提提 案案 にに つつ いい てて
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